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「表面状態によって変化する炭素系吸着剤の水質汚染物質の吸着除去性能」 

千葉大学 町田 基 氏 

 
1) 水質汚染物質の性質と活性炭の表面化学 

2) イオン性水質汚染物質の炭素系吸着剤による除去 

3) 陰イオン吸着に適した炭素表面官能基の導入 

 

活性炭などの炭素系吸着剤は、有機物など疎水性の水質汚染物質を除去するときには、炭素表面にも

第四級炭素のみからなる疎水性が要求されます。一方、重金属イオンや硝酸・リン酸イオンなどイオン性の

水質汚染物質を吸着除去するためには炭素表面に酸素・窒素・硫黄などのヘテロ原子を含む極性官能基

（陽イオンにはカルボキシ基やチオール基、陰イオンには第四級窒素や脂肪族アミンなど）を導入すると吸

着性能を向上させることができます。 

 

「接着接合界面の時空間多次元解析による接着メカニズムの研究」 

    産業技術総合研究所 堀内 伸 氏 

 
1) 社会的背景 

2) 電子顕微鏡による界面解析 

3) アルミ接着界面の解析とメカニズム 

4) CFRP/Al 異種接合界面特性評価 

 

モビリティの軽量化等の社会的要請から接着剤を多用した構造体の製造プロセスが検討されており、接

着接合の耐久性・信頼性を実証することが求められています。しかし、これまで接着現象の曖昧な理解と評

価の下で接着接合は利用されてきました。 

本講演では、電子顕微鏡手法を駆使することにより接着界面を直接観察し、1 nm～数十ミクロンの空間

スケールでの界面構造を 3 次元実空間像として捉え、さらに分析電子顕微鏡手法を併用することで、界面

での化学的相互作用を明らかにし、接着メカニズムを明らかにします。 

 

 

 

 

次頁に続きます 



 

「金属添加、多孔質化、表面構造制御による機能性炭素材料の開発」 

    大阪産業技術研究所 丸山 純 氏 

 
1) 金属添加の形態と触媒能 

2) 多孔質化と触媒能 

3)  表面構造制御と触媒能 

4)  触媒以外の応用 

 

炭素材料は多種多様な構造をとることが可能で、かつ、異種元素も結合して取り込む懐の深い材料と言

えます。適切な出発原料の選定と、その特徴を引き出す熱処理法により、金属添加、多孔質化、表面構造

制御を効果的に行うことが可能です。金属空気電池、レドックスフロー電池、電気二重層キャパシタなどの

電気化学的エネルギー変換・貯蔵デバイスのための、低コスト、かつ高性能な新規炭素系電極材料の開

発について紹介します。 
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